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レニングラード東洋大学と
レニングラード日本学の弾圧
梶　　　重　樹
ペテルブルグの公文書館の一つ国立中央公文書館(urA)にレニング
ラード東洋大学のアルヒーフが保管されている｡東洋大学はわが国に留学
したこともあり多くの日本文学の翻訳,研究でも名高いH.H.コンラド
や,小樽高商,大阪外語大学で教鞭を取ったH.A.ネフスキーが勤めた大
学で,ここの日本語科には数人の日本人講師が勤めていた｡しかし彼等の
経歴には謎が多い｡筆者の行ったアルヒーフ調査から浮かび上がってきた
新たな事実を日本学の弾圧というコンテキストの中に位置づけ,その意味
を考えてみたい｡
公文書館の調査はモスクワのロシア国立文学芸術公文書館prAJIH (旧
中央国立文学芸術公文書館urAJIH),ペテルブルクのロシア公立図書館
PnB (旧シテェドリン名称公立図書館)の公文書室およびペテルブルグ
大学公文書館でも行なった｡ロシア科学アカデミー図書館(BAH)及び
東洋学研究所(HBAH)での調査は行われていない｡前者は当面の課題
には必要がないと判断したためであるが,後者については閲覧許可が下り
なかったためである｡
1.ロシアにおける日本研究とレニングラード東洋大学
ロシアにおける日本学の始まりと言えば, 18世紀の初めロシアに漂着し
た日本人漂流民を国費で養い,ロシア語を学ばせ,ロシアの若者に日本語
を教えさせた上で帰国させよというピョ-トル大帝による命令に始まると
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言ってよい｡その後細々と日本語学校が主にイルクーツクで続いたが,教
育水準は高くなく,後継者も不足しがちで1816年に廃止の巳む無さに至っ
た｡その後E.B.プチャーチンの外交使節として来日したH.A.ゴシケ-
ヴイチによって最初の和露辞典が作られたが(1857年出版),その後専門
家の不足のため日本語研究はしばらく途絶える｡ 1870年からゴシケ-ヴイ
チと共にロシアに渡った橘耕斎(ウラジーミル･ヤマート71821-1885)
によってペテルブルク大学で日本語が教えられるようになるが,人材不足
のため絶えず中断し,恒常的に日本語教育が開始されたのはようやく1888
i)
年になってからであった｡
このころになると日本語教育も盛んになり, 1898年にはペテルブルク大
学に日本語の講座が常設され,ウラジオトークでも東洋大学が1899年に開
校された｡ペテルブルクではさらに東洋実用アカデミーが1910年に開校さ
れ,ここではペテルブルク大学より実践的な口語を中心にした日本語教育
が行われた｡この時期の最も傑出した日本語学者と言えば『日露漢字秤
典』 (1908)を編集した且.M.ポズネ-エフで, 1897年パリで開かれた第
11回国際束洋学者会議にロシアを代表して参加した｡ペテルブルク,ウラ
ジオストークの日本語教育が行われたほとんど全ての大学で教鞭を取っ
た｡
1917年のロシア革命後もアカデミー系の研究機関が30年代に本格的に日
本研究を開始するまでは日本学(東洋学ではなく)の中心はやはり大学で
2)
あった｡その中心がウラジオストークの東洋大学(1920年東洋大学は極東
大学東洋学部に統合された)とペテルブルクのペテルブルク大学東洋学部
であった｡ウラジオストークの東洋大学で最も傑出した日本学者はE.ド.
3)
スバルヴイン(｢ロシア最初の職業日本学者の一人｣)で1899-1901年に日
本に滞在していた時,二葉亭四迷と交友があった｡帰国後東洋大学,極東
大学で日本語を教えていたが, 1925年再び来日し,ソ連全権代表通訳とし
て活躍した｡ウラジオストークの東洋大学にはマユダ,マツダ･マモル,
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カワカミ･ヒデオといった日本人講師がいたことが知られているが,ペテ
ルブルクでは日本語教師不足が深刻であった｡ 1907年まではペテルブルク
大学ではタロノ･ヨシブミ(ヨシフ･ニコラエヴイチ･クロノ1859-
4)
1918)が唯一の日本語教師であったし,ペテルブルク大学の出身者は主に
外交官を志望したためロシア人教員は1915年にE月.ポ7)ヴァ-ノフが現
れるまで数人の元外交官が務めねばならなかった｡しかしペテルブルク大
学東洋学部は1919年に廃止され(後に再び復活する),日本語はペテルブ
ルク大学社会科学学部,民俗･言語学科にかろうじて引き継がれる｡その
間隙を埋めるかのように1920年に生まれたのがレニングラード東洋大学
(JIBH)の前身になるペトログラード東洋語大学である｡
ペトログラード東洋語大学(nHXBfI)は東洋の言語と文化を学び,東
洋の国々で活躍する実務家を養成するために創立された｡アラビア語,ベ
ルシァ語,トルコ語,アルメニア語,グルジア語,インド語,ウズベク語,
チベット語,モンゴル語,中国語,日本語の学科が設けられ,三年間の教
育の後,優秀な学生は一年間の海外研修の機会が与えられた｡発足当時の
日本語科はE月.ポリヴァ-ノフ一人であったが,次第に陣容が整えられ
1921年にはA.H.イワーノフ, H.H.コンラドが加わっている｡トイズミ･
ケンペイなる日本人らしき講師もここで働いていた｡ 1922年になると学則
も整い,大学の使命として東洋の国々で実務活動に携わる人材,及び東洋
5)
諸国の研究教育に携わる人材の育成を謳っている｡ペトログラード大学
(前ペテルブルク大学,後レニングラード大学に改称｡紛らわしいので以
下レニングラード大学で統　一する)だけでなく,ペトログラード東洋語大
学でも優れた日本学者が育っている｡ 1922年10月現在の日本語科の学生数
は大学全体129人中29人で,この中から将来有名な日本語学者E.M.コル
バクチやA.E.グルースキナ(後者はレニングラード大学の学生でもあっ
た)を輩出している｡
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1922/1923のカリキュラムを見ると,一年生の授業は専門として週に2
時間トイズミが日本語会話,コンラドが過に4時間日本語初歩及び過に2
時間日本語の文字について教えている｡三年生の授業では週に2時間コン
ラドが現代日本文化の授業及び週に4時間現代日本語のゼミを受け持って
いる他,イワーノフが週に2時間現代日本の定期刊行物の授業を,トイズ
Ilk ㌔
ミが週に2時間現代日本文学の授業を担当している｡この時期の大学は比
較的開放的であった｡ 1922年には市民に無料の公開講座が開かれ,日本語
科からは1923年にコンラドが日本の演劇について講演している｡
しかし1925年に大学が4年制に変わり,名前もレニングラード東洋語大
学nI倣B5I (さらに1927年にレニングラード東洋大学と改称)と変わる
と,大学の性格を変える校則改正が断行された｡その最大のものがいささ
か暖味な表現ではあるが｢十分な勤労歴のある共産党員｣であることを入
7)
学要件としたことである｡入学志願者の中にその条件を完全に満たすもの
が十分な数には達しなかったとはいえ,すでに1924年秋に入学した学生65
人の中,共産党員27名,コムソモール(共産主義青年同盟) 21名,非党員
ト■
17名という構成であった｡学生は充分すぎるほどの奨学金をもらい,年40
ルーブルの軍装(主に衣服)代まで支給される特権的な身分が保障されて
いた｡
学生と比べると教員の方は圧倒的に非党員が多かった｡ 1928年9月1日
9)
の教員名簿から日本語科のスタッフを知ることができる｡さらに1930年の
H))
名簿に基づいて党員か非党員かを示すと以下のとおりである｡ 1930年の資
料は(  )で示す｡
オカ･フミオ　　　　　日本語講師　(党員候補)
イケダ･ヒサオ　　　　日本語講師　(非党員)
B月.ポズネ-エヴァ　大学院生　　(非党員)
E.M.コルバクチ　　　助手　　　　(非党員)
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H.H.コンラド　　　　教授　　　(非党員)
乱口.ジューコフ　　　大学院生　(非党員)
(ナルミ･K　　　　　日本語講師　非党員)
(H.A.ネフスキー　　　助教授　　　非党員)
この中,コンラドはレニングラード大学の東洋学部とレニングラード東
洋大学の教授を兼任し, 1931年からは科学アカデミーの東洋学研究所の研
究員をも兼任した｡数多くの著作,多くの日本学者を育てた偉大な教育者
としての業績はソビエト日本学の父と称される所以である｡ 1934年科学ア
カデミー準会員, 1958年には科学アカデミー正会員に選出された｡ネフス
キーは1929年に日本から帰国後すぐレニングラード大学東洋学部,レニン
グラード歴史哲学言語大学JIH◎JM (1938年からはレニングラード大学曹
学部に改称)助教授, 1930年からは科学アカデミーの東洋学研究所の研究
員をも兼任した｡宮古方言,アイヌ方言の研究で優れた業績を残しただけ
ではなく西夏文字の研究で死後1962年にレーニン賞を贈られた｡この二人
はこの当時のソビエト日本学の双壁と呼んでよい｡彼らはレニングラード
大学の東洋学部でもレニングラード東洋大学でも中心的な存在であった
し,長い日本研究の歴史を持つレニングラードは, 1922年になってやっと
日本語も教えるようになったモスクワの研究水準を遥かに凌いでいた｡
1925年11月現在でレニングラード東洋大学日本語科の学生数は大学全体
1り
の173人中36人で,この年4人の学生が日本に研修として派遣された｡ 1928
12)
年は日本語科22人の中, 5人が日本に派遣された｡
2.1.レニングラード東洋大学の日本人教師
レニングラード東洋大学で日本語講師を勤めた一人に鳴海完造がいる｡
鳴海は当時の多くのインテリ青年がそうであったようにロシア文学を餐
13)
し,家業を捨て上京,猛勉強の末,念願の東京外語露語科に入学した｡卒
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業後は郷里の青森で英語教師を勤めていたが，ロシア文学研究の志止み難
く，革命十周年に招かれ訪ソすることが決まっていた同郷の先輩秋田雨雀
に頼み，秘書兼通訳として1927年秋渡露した。鳴海と秋田のロシア行き
は，日露両国の関心の高まりという大きな時代の波を抜きにしては考えら
れない。
日本でロシアの影響はなによりも文学の世界で顕著で1917年の革命以前
からロシア文学は圧倒的な影響力を持っていたが，ロシア革命後は共産主
義思想とともにプロレタリア文学は勿論のこと，ソビエトの美術，演劇が
この時代の大きな思潮となり， 1925年に作家の秋田雨雀，作曲家の山田耕
作，演出家の小山内薫，翻訳家の米川正夫達を中心に日露芸術協会が結成
された。協会は会員をロシアに派遣し，ソビエトの芸術家や文学者を日本
に招待することによって文化交流を計ることを目的に掲げていた。政府レ
写真1
右の男性がプーニン プ一二ンの娘 ~.H.プーニナから筆者に贈られた。
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ベルでも1925年には日ソ間に国交が樹立され, 1926年には後藤新平によっ
て日露協会が作られた｡
この二つの協会はソビエトの全露対外文化連絡協会BOKC (以下ボッ
クスと略す)と密接な連絡を取り,文化人,芸術家の交流を図った｡
この両国の文化に対する相互の関心が頂点に達したのが日本ではソビエ
ト芸術展の開催された1927年,ロシアでは歌舞伎初の海外公演の年, 1928
年であると言ってよい｡ 1927年,東京ではロシアオペラの公演が催され,
ゴーリキーの戯曲『どん底』が上演され,ロシア音楽の会が開かれ, ｢新
ロシア芸術展｣を盛り上げた｡この芸術展を監督したのがH.H.ブーニン
14)
で,且.E.アルキンがその代理を務めた｡ブーニンは高名なプロレタリア
芸術の理論家で,ソビエト文学を代表する詩人アンナ･アフマートヴァの
夫であった｡アルキンはボックスの展覧会セクションの責任者でもあっ
た｡日本側からは芸術展の展示作品の選定に日露芸術協会のメンバーと後
全日本無産者芸術連盟(ナップ) (1928年発足)の指導者の一人になる矢
部友衛が加わった｡展覧会は1927年5月中旬から8月にかけて東京,大
阪,名古屋で開催され,それぞれの会場でブーニンとアルキンが講演し
15)
た｡プロレトクリトの過激にすぎる芸術運動の影響下にあった日本の芸術
家たちにアルキンは｢最新ロシアの芸術潮流｣と題する講演の中でより分
かりやすい,よりリアリスティックな芸術への志向を強調しなければなら
Lll.㌔
ないほどであった｡多くの日本の芸術家は｢1927年の展覧会の後よりリア
17)
リスティックな方向に進んだ｣とロシアの研究者は記している｡ソビエト
の芸術に対する関心は社会的な広がりを見せた｡アルキンはボックスの機
18)
関紙に寄せた報告の中で1927年を｢ロシアシーズン｣と呼ぶほどで,雑誌
『新潮』は日本の作家と来日したロシア人を招いて懇談会を催した｡ 1927
年の10月発行のボックスの機関紙には懇談会の記念写真がその表紙を飾っ
ている｡この写真には次のような解説が付されている｡芥川の表記がヤク
20)
タカワ,それ以外の箇所はアクタカワと不正確に表記されている｡
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写真2
芥川龍之介の写真 モスクワのロシア文学芸術公文書館で筆者カ昔、見つけた写真を
拙い技術で映したもの。同じ写真がボックスの機関誌の表紙を飾った。
立っている人(左から右へ)r新潮J編集長中村ー〔武羅夫J，築地〔小〕
劇場代表小山内〔薫J，モスクワメイエリホリド劇場ガウンゼル同志，ロ
シア文学教授昇s[曙夢〕と米川 M[正夫J，ソビエト芸術展責任者H.H.
プーニン O
座っている人ソビエ ト芸術展副責任者月.E.アルキン，早稲田大学ロシ
ア語講師ブブノワ同志，ソ連邦全権代表B.C.ドブラレフスキー，ボック
ス日本支部代表E.r.スパルヴイン教授，日本学者E.IT.テルノフスカヤ，
作家芥川〔龍之介J，ロシア学者蔵原〔惟大〕
続いて次のような記述が見られるO
一同の注意をヲ|いて入ってきたのが芥川龍之介であった。優れた作家
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表紙3
で，小説「薮の中」の翻訳でロシアでも有名な作家だ。背の高い，長い黒
い着物を着るとなおさら背が高く見える O 秀でた広い額，神経質な表情豊
かな顔つきをしているO もう 一人の有名な作家広津〔和郎〕はまだかなり
若い人で，入ってくるなり座布団に座ると出席者一同に深々とお辞儀をし
。
??
この文章には注釈があり，それには次のように記されているD
この文が書かれた後，モスクワで芥川の悲劇的な最後の知らせを受け
取った。毒を飲んでこの作家は自殺したのだ。
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同じ写真が『新潮』 1927年第7号(7月1日発行)の｢日露蛮術家の禽
談記｣ 7頁で使われているが,芥川関係の文献,資料アルバムから判断し
て日本では忘れ去られた写真と言ってよい｡芥川の自殺は7月24日未明で
あるが,日露芸術家の会談の行なわれた日付が著者には確定できない｡恐
らく6月のことかと思われる｡いずれにしても死の一､二ケ月前の貴重な
24)
写真である｡
ロシア側も1927年秋には革命十周年の式典に日露文芸協会の中心メン
バーである秋田雨雀,小山内薫,米川正夫,尾瀬敬止を招待した｡彼らよ
りも一足先に入ソした秋田は,ロシア側からは優等生として歓迎され,
ボックスの機関紙の表紙には秋田の顔写真が一面に載り,二頁にわたって
25)
秋田の文学と人となりが紹介されている｡鳴海はそんな秋田に常に影のよ
うに付き添って,革命十周年のパレードはもとより,ボックス主催の会で
様々な文学者,芸術家と知り合いになったり,日本で旧知の仲であったB.
H.エロシェンコとエスペランチストの会を訪れたりした｡
秋田は翌1928年5月のメーデーに参加後帰国するが,鳴海はかねての計
画通り,ロシア文学研究のためソビエトに留まり,初めはモスクワで,次
にレニングラードで職を求めた｡幸い,レニングラード大学とレニング
ラード東洋大学で教鞭を取っていたコンラド教授のおかげで東洋大学日本
語科に職を得た｡同年11月にはレニングラード大学言語物質文化学部
(兄M◎AK.1929年にレニングラード大学歴史言語学部◎HJIに改組｡ 1930
年大学から独立し,レニングラード歴史言語大学JMnHとなる)にやは
りコンラド教授の推挙で日本語講師として就任する運びとなった｡
鳴海は1928年7月には池田久雄,中条(宮本)百合子などと共同で歌舞
伎公演のために翻訳に従事している｡同年8月,市川左団次を座長とする
歌舞伎の海外公演が始めてモスクワとレニングラードで実現することに
なったからだ｡作家の宮本百合子はこの時期翻訳家の湯浅芳子とともにロ
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招待状4
コンラド教授への歌舞伎公演の招待状　モスクワのロシア文学芸術公文書館で筆者
2H)
がみつけたもの
シアに滞在していた｡池田久雄は大阪外語大の第一一期生で, 1925年日ソの
2(I)
国交が回復するとすぐロシアに渡り, 1927年からレニングラード大学とレ
ニングラード東洋大学で講師を勤めたが,すぐに結核を患った｡ 1928年11
月にはすでに死の影が迫っており,宮本百合子の日記には｢池田さんの見
舞い,当人自分が廃人だということを知らず,なおると思って居るらし
27)
い｡気の毒だ｡｣とある｡ 1929年に帰国｡その後すぐ亡くなった｡
日本の｢カブキ｣は8月1日から18日までモスクワで, 8月20日から26
日までレニングラードで,番町皿屋敷,忠臣蔵,鳴神等を上演し,連日大
評判の人気を呼んだ｡映画監督のエイゼンシェテインは連日舞台の袖に陣
29)                                                   .iO)
取り,歌舞伎の中に彼のモンタージュ理論の究極の完成を見,メイエリホ
31)
リド一座は｢自分達は歌舞伎の弟子である｣と,歌舞伎の一行を招待し,
わざわざ一行のために芝居を上演して見せるなど実に歌舞伎公演はロシア
謹啓政義比及匂え圃創成弁促し泉源放伐に付-･,凍る八月十か見目喝且キ彼八時切立台東歌劇小劇場ユ新て尭待'it頒加接し碩閏何ヰ拘束駕放下 -声頻寮内や上張
敵　具
合露射外.ス化直終協か
利かず碩祭土丈加T
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:i2)
｢演劇史上の大事件｣ (H.H.ソレルチンスキー)であった｡それは遠く
故国を離れた在露日本人にとっても同様で,歌舞伎の一行は後に出版され
33)
る巡業日記に鳴海の献身的な協力を特筆している｡
歌舞伎公演の熱狂がまだ去り止まぬ1928年9月から鳴海は東洋大学で日
本語を教え始め, 11月からはレニングラード大学でも教鞭を取るようにな
34)
る｡
1931年の夏はレニングラードを訪れた作曲家の山田耕作を歓迎する作曲
家H.A.ショスタコ-ヴイツチ,和.A.シャポーリン,音楽評論家H.H.ソ
レルチンスキーらとの熱狂的な祝宴,サナトリウムでの女流作家や歌手た
ちに囲まれた平和な休暇のうちに過ぎ,鳴海は幸福の絶頂にあった｡しか
し夏が終わり,子供の村(今のプーシキン市｡帝政時代はツアールスコ
エ･セローと呼ばれた)のサナトリウムからレニングラードへ帰ってきた
鳴海は東洋大学にはもはや自分の場所がないことを知る｡ 9月4日の鳴海
35)
の日記によると,この日コンラド,ネフスキー,鳴海がこの間題を協議す
るために集まった｡一一一人の日本人が二つの大学で教えるのは良くない,と
いう学長の主張を紹介した上で,コンラドは,それは口実で, ｢0が金が
必要なものだから自分だけ時間をたくさん教える様に学生に運動したの
じゃないか｣と鳴海に語り,職探しに協力を申し出,その親切に鳴海は涙
がでるほどうれしかった｡このあたり党に関係する人間に対するコンラド
の不信感のようなものが読み取れる｡翌日鳴海は｢0｣に会う｡ oは,鳴
海の日記によると｢理由は経済上の問題｣だ,と鳴海に断言した｡つまり
個人的な問題ではなく,大学の予算の問題だという意味である｡続けて
0は｢日本へ帰りたくて仕方がない｡が日本からは未だ其時期ではない
と電報が来るし,学校には色々な不愉快な事があって出たくもないし,閉
口している｣と,在露日本人の背中を漏らしている｡過酷な弾圧と拷問で
知られる1928年の三一五事件, 1929年の四一七事件は勿論のこと, 1930
午, 1931年と続く大量検挙の噂はロシアにも達していた｡ 0が別れ際に
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鳴海に言った｢明日学校で僕[つまり鳴海のこと]の事を党の方から話し
て見るから｣という言葉を最後に以後鳴海日記は沈黙する｡
2.2.レニングラード東洋大学の日本人教師
東洋大学のアルヒーフのフォンドにはオカフミオという人物の1928年11
月17日の日付が入った履歴書(原文ロシア語)が保管されている｡鳴海日
記の｢0｣はこのオカフミオのことと思われる｡
1903年7月25日生まれ〔中略〕 1925年3月東京の早稲田大学法学部卒
業｡ 1925年6月ハルビンで自由業｡ 1926年6月満州｡ 1926年7月より8月
まで日本で非合法出版と小冊子配布のためハルビンにおいて日本の警官に
よって逮捕される｡ 1926年10月ハルビンより国境越境者としてモスクワに
到着する｡ 1926年11月コミンテルン日本支部によってトヴェリヘ派遣され
る｡化学労働者の教導員として工場｢プロレタリア｣に属す｡ 1927年1月
13日全ソ連邦共産党(ボリシェビキ)党員候補に認められる｡ 1927年11月
コミンテルン日本支部によってエヌキーゼ名称レニングラード東洋大学に
日本語講師として派遣される｡ 〔中略〕 1928年11月レニングラード共産主
:;I.･
義大学-派遣される｡一年生として夜間部に入学する｡
このオカに1928年モスクワで元早稲田大学教授の野崎詔夫が会ってい
る｡歌舞伎が来演した時,コンラド教授は日本の演劇にも詳しい野崎を呼
んで,歌舞伎について質問したことがある｡その時コンラドに会釈して通
り過ぎた日本人がいた｡ ｢あれは誰かと尋ねると,レニングラードの東洋
大学で日本語を教えているオカさんだが,レニングラードの歌舞伎公演を
まちきれずにこちらへやって来たのだと〔コンラドが〕教えてくれた｣と
37)
回想している｡
ところが野崎は｢モスクワ公演中にオカフミオの姿を二度と見かけるこ
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3R)
とはなかった｣｡何故であろうか｡
野崎はオカから｢自分と会ったと人に話すな｣,と鳴海を通じて警告さ
39)
れたことがあったという｡非合法で入露した者と合法ルートで入露した者
はお互い警戒して口を利く事さえ無く,二つの世界は隔絶していた｡野崎
4())
によるとオカの本名は｢タワカズオ｣だという｡
早稲田大学の卒業者名簿を見ると,大正14年(1925)専門部法律科卒業
4L)
生の中に田和-一一一男の名がある｡またこの名前で『改正露西亜憲法』が1928
年に東京,厳松堂書店から上梓されている｡これは合法の世界のことであ
る｡歌舞伎もそうである｡この世界にオカが顔を出すのは大きなリスクを
犯すことになる｡在露日本人の動向に日本の内務省は警戒の目を光らせて
いた｡とりわけ1928年のいわゆる三一五事件での共産党一斉検挙によって
壊滅した組織を立て直すため4月にはクートベ(KyTB東方勤労者共産
大学)で学んでいた袴田里見や山本正美など日本人留学生がコミンテルン
の指令で次々に帰国し,入れ替わりに日本から共産党指導部が送り込まれ
た時期であるから監視の目はなおさら厳しかったはずである｡もう一つ考
慮すべきことがある｡モスクワで歌舞伎が上演された第二芸術座(8月1
日から17日まで｡ただし8月18日だけはポリショイ劇場)のすぐそばの労
働組合会館ではコミンテルン第6回大会(7月17日-9月1日)が開催さ
れていた｡
この大会には日本からは市川正一,山本懸蔵,佐野学,高橋貞樹が出席
し,コミンテルン日本支部,すなわち日本共産党がソ連邦への日本の侵略
準備を非難した｡彼等はアメリカ共産党出身の片山潜に冷たかった｡モス
クワへ行っても片山とはHを利くな,と言われた者も多い｡この反感が後
にプロフインテルン日本代表としてモスクワに残ることになる山本懸蔵の
片山や片山派とも言うべき人々への敵意に発展したのだろうか｡ 『モスク
ワで粛清された日本人』の著者加藤暫朗によると,山本は片山に近いアメ
リカ,ドイツ,フランス経由で入ソした日本人共産主義者をスパイ容疑で
レニングラード東洋大学とレニングラード日本学の弾圧　　203
密告したという｡それに対し,片山はベルリン経由で入った山本-特高ス
パイ説の噂の調査を開始し,入手した山本に関する資料をレニングラード
42)
の丘文夫に翻訳させていた,という｡丘については｢その死の時期,事情
43)
は現時点では不明である｣と記されているが,この丘こそ東洋大学日本語
科講師のオカフミオであろう｡ 1932年の夏,帰国する準備をしていた野崎
を丘が突然訪ね,神戸の母と妹に無事を伝えてほしいと伝言を頼みに来た
ことがあるという｡彼は｢モスクワにいる日本の党員といっても,いろん
な派閥があり気のゆるせないこと｡片山潜とやって来た娘のことなど｣を
話した｡また｢片山の次女は慣例にしたがって最初二年間工場で働かされ
ていたが,そのあいだに突然レニングラードのオカ君を訪ねてきたことが
44)
ある｣というから1932年には丘と片山はかなり親密な関係にあったと考え
てよい｡片山と丘の接触は1928年のコミンテルン大会を機に始まったので
はなかろうか｡そして片山から丘はセクト主義の実態を知り,惜然とした
ことだろう｡鳴海日記に記された丘の言葉｢僕にはこれでも君よりももっ
と大きな社会的な,むしろ政治的なハンモンがあるのだ｣は世界で最も民
主主義的な憲法を逸早く翻訳した青年の社会主義ソビェトの現実だけでは
なく日本の共産主義者-の失望からくる煩悶ではなかったか｡鳴海や野崎
の証言する丘の自暴自棄な暮らしも或いはそのせいかも知れない｡とはい
えコミンテルン執行委員の片山潜の知遇を得た彼は党にも顔がきいたであ
ろう｡鳴海の解職は非党員の外国人には東洋大学で教鞭をとることは許さ
れないという方向に大学が変質したことと大きな関係がある｡時代は大き
く動こうとしていた｡コミンテルンよりも歌舞伎に市民の人気が集まって
いると特派員が無邪気に報じているが(『大阪朝日』 1928年8月7日およ
び9月5日), 8月26日,つまりちょうど歌舞伎公演が終了した臼に新聞
『コムソモーリスカヤ･プラウダ』と雑誌『労働者と演劇』に歌舞伎の｢反
動的本質｣をあからさまに批判する記事が現れた｡しかも『労働者と演
劇』に載った論文は歌舞伎の反動性について｢我が国の『マルクス主義批
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評家』たちがそれを忘れているとは驚きだ｣と極めて挑発的,扇動的なも
45)
のであった｡
日ソ文化交流という偽りの時代は過ぎ去り(なぜならボックスの目的は
世界のいわゆる進歩的知識人をソ連,共産主義のシンパ,擁護者の陣営に
引き入れるという極めて戦略的なものであったから),インターナショナ
リズムの時代が終わり,ロシア民族主義が台頭しつつあった｡歌舞伎公演
の主催者ボックス会長0月.カーメネヴァの失脚は時間の問題であった｡
1928年のコミンテルン第6回大会は｢トロツキズム｣を反革命の同意語と
して用い,糾弾した｡すでにその前年トロッキーとカーメネフは党を除名
され,トロッキーはアルマアタに追放されていた｡カーメネヴァはn.A.
トロッキーの妹で, JI.B.カーメネフの妻であった｡
2.3.レニングラード東洋大学の日本人教師
国際情勢の悪化にともない大学の性格も変わっていく｡ 1930年代には,
非共産党員でもない日本人が東洋大学で働く場はなかった｡すでに, 1927
年10月に鳴海がモスクワで日本語教師の職をモスクワ東洋大学(通称ナリ
マ-ノフ大学)の日本語科教授0.B.プレトネルに打診した時,もし鳴海
が共産党員で日本からソビエトへ亡命した者なら可能性はあるが,と言っ
Ill-:
て拒否されたと後に鳴海は語っている｡幸い1928年当時レニングラードは
まだモスクワほど政治化されていず,非党員の日本人が東洋大学で教える
ことは可能であったが, 1931年には情勢は変わっていた｡党員かそうでな
いかがこの国ではすべてであった｡鳴海は1931年7月13日の指令により9
月1日付けで,コンラドらが協議のために集まった時点ですでに東洋大学
47)
を解職されている｡彼がモスクワに移った後は1933年までレニングラード
4H)
大学とレニングラード東洋大学で丘が教鞭を取った｡
1933年に丘が死亡すると,レニングラード大学ではウラジオストークか
ら招かれた0.∩.ペトロ-ヴァが,東洋大学ではモリミノロが日本語を教
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49)
えることになる｡東洋大学のアルヒーフにはモリの履歴書(原文ロシア
請)が保管されている｡
モリ　ミノロ　叉の名はチェンリー　キン　ハテロ　ヨシカワ　〔中
略〕 1908年東京生まれ(パスポートでは1912年) 〔中略〕父　ヨシカ
ワ　ヨシジロ　母ヨシカワ　ハル〔中略〕 1926年神戸(日本)で日本
の警察に逮捕され4日間留置される〔中略〕 1929年より全露共産党
I.い､
(ボリシェビキ)員候補
1936年3月23日の日付のある履歴書(原文ロシア語)によると
1. 1923-1927
2. 1927-1930
3. 1930-1931
4. 1930-1933
5. 1933より
日本の汽船で舵手として働く
ウラジオストーク食程品労働組合で日本人労働者
の教導員として活動
モスクワ食料品労組同盟中央委員会でコミンテル
ン国際教導員として活動
クートベ　セクションAで学ぶ
51)
レニングラード東洋大学講師を勤める
モリミノロらしき人物(以下の資料と父の名が一致している)が内務省
警保局編集の『社会運動の状況,昭和10年共産主義運動』及び『思想月報
昭和12年3月』第33号に見出せる｡両資料の年号に若干違いが見られる
が,おおよその輪郭はつかめるので以下『思想月報』から主に引用し, 『社
会運動の状況』からの補足は<>で示す｡ただし年号は全て西暦に改め
た｡東洋勤労者共産主義大学はクートベ, ｢レニングラード｣東洋語学校
はレニングラード東洋大学のこと｡
2()6
吉川文夫　変名　又は　チェンリー<吉川芳次郎養子>
入露前の地位及至活動　(空白)　人蕗時1925頃
入蕗中ノ行動1927, 11ヨリ同際海員倶楽部ニテ活動(1927年11月浦塩
にて脱船) 1929ヨリ1931迄漁業労働組合ノ教導者トシテ｢カムチャツ
カ｣ニ於て活動, 1933, 7在｢モスコ-｣東洋勤労者共産主義大学卒業
<1932年7月クートベ入学>1934, 1 ｢レニングラード｣東洋語学校こ
.~.二■･
行ク
この吉川文夫(おそらくこれが本名であろう)が東洋大学ではモリと名
乗っていたに違いない｡国際海員倶楽部はウラジオストーク,上海,サン
フランシスコ,ハンブルク,アムステルダム,マルセイユ等の国際港に張
りめぐらされたコミンテルンの網の目で,ウラジオストークの国際海員倶
楽部は沿岸州,北樺太,カムチャツカ地方における漁夫,炭鉱夫,石油抗
夫ら日本人出稼ぎ労働者や外国船の船員に共産主義を宣伝し,人によって
5:～)
はモスクワのクートベに送って教育した｡
3.1.ソビエト権力と科学アカデミー
ここでロシアの日本学をもう少し広いコンテキストで眺めてみるのも無
駄ではなかろう.ロシアの高等教育,研究機関の大きな特徴の一つはヨー
ロッパの国々では大学の誕生が科学アカデミーに先行したのに対して,ロ
シアでは科学アカデミーの創設(1725)が大学の創立(モスクワ大学創立
は1755)に先行したという点から来ている｡科学アカデミー会員は二等文
54)
官の官位を持ち,それは軍隊では将軍に匹敵した｡この途方もない権威は
革命後もロシア科学アカデミーがしばらくは一種の独立共和国の如き状態
に留まることを可能にした｡そこでは検閲がなく,十分な資金が外貨で与
えられ,海外から学術雑誌,書籍を自由に取りよせ,論文を交換すること
55)
が許された｡ここだけは自由と国際主義が支配していた｡ 18世紀のフラン
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スの啓蒙主義哲学者たちが夢見たような｢他の国の知らない学者による体
r)6)
制管理｣ (アカデミー総裁A.∩.オリデンブルクの言葉)が実現し, 1925
年にヨーロッパを旅したH.兄.マールはロシアの学術が持つ独立した普遍
r)7)
的な価値とユニークさを今更ながら実感する｡しかし1917年の十月革命に
対して大多数が敵対的であった科学アカデミーを過去の遺物として廃止し
ようとする動きはすでに1918年から始まっていた(このときはレーニンが
反対した)｡ 1921年の新経済政策(Haロ)の始まりは人民委員部の権力を
党に統合する動きと並行して(科学アカデミーも教育人民委員部の管轄か
ら最終的に1930年に党中央執行委員会の管轄に移行した),党による学術
支配に向けての布石が次々に打ち出されていくアカデミー迫害の開始でも
あった｡ 1924年の共産主義アカデミーの創設(前身は1918年創立の社会主
義アカデミー)はまずマルクス主義のスペシャリストを養成し,それに
よって科学アカデミーの実権を奪っていくという戦略の上に打ち立てられ
ていた｡それゆえにアカデミー創立二百周年の1925年に科学アカデミーは
｢ソ連邦の最高の学術機関｣と党によって承認されていながら, 1926年に
は共産主義アカデミーが党の中央執行員会によって｢全連邦の最高の学術
機関｣と謡われる｡しかし自然科学の分野でアカデミー会員に匹敵する人
材は共産主義アカデミーには一人もいなかった｡同様に1927年に創立され
た全連邦社会主義建設支援のための科学･科学技術研究者連盟(BAPHH
TCO)も科学アカデミーに所属する多くの非マルクス主義研究者の立場
r)8)
を弱め,切り崩す目的で創立された｡
最初の大きな試練は1925年にやってくる｡党は1925年に共産党員をアカ
デミー会員に選出するように圧力をかけると同時に,党独自に進めていた
アカデミーの規約改正を強要し,定員を45人から70人に, 1928年には更に
70人から85人に増やした｡そのため1928年には42人の欠員補充のためのア
カデミー会員の選出が必要になった｡党政治局は1927年に選挙管理委員会
を作ることによって,科学アカデミーの従来の独立した選挙権に圧力を加
2()♂
える一方,党推薦の候補のためにマスコミを利用して科学アカデミー会員
の非難キャンペーンを開始する｡それでも科学アカデミー側は,総会で8
人の共産党員候補の中3人の選出を拒否した｡会員選出で最も紛糾したの
が哲学部門の,学問は階級的利益を反映すると主張する史的唯物論の哲学
者A.M.デボーリンである｡アカデミー会員B.H.ベルナツキーは｢時代
遅れの擦り切れた哲学であるマルクス主義｣を公然と批判し,デボーリン
59)
のアカデミー会員選出に堂々たる反対演説をした｡しかし科学アカデミー
包囲は着々と進んでいた｡ 1929年の選出までアカデミー会員の中に党員は
一人もいなかったが,マスコミを総動員した反アカデミーキヤンペインの
結局,デボーリン(後1930年雑誌『マルクス主義の旗の下に』編集中を解
職され, 1931年｢メンシェヴイキ的観念論｣を党から批判される),共産
主義アカデミー総裁M.∩.ポクロフスキー(1932年痛で死去),マルクス･
エンゲルス研究所所長n.6.リヤザ-ノフ(1931年逮捕, 1938年銃殺),
科学アカデミーの本来のあり方に同情的であったH.H.ブハーリン(1937
年党を除名, 1938年銃殺)などを含む数人の共産党員が科学アカデミー会
員に選出された｡しかし,党はこれで満足しなかった｡
30年代になると党は学問の応用的(実用的)方面-の重祖(特に自然科
学の分野で)をさらに強く求め,研究の計画化,集団化,中央集中化(た
とえば科学アカデミーのモスクワ移転)をアカデミーに要請した｡これに
対しB.H.ベルナツキー, A.∩.パブロフといったアカデミーの古老たち
は党が求める詳細な研究計画書の提出,社会主義建設のための応用研究,
経済五力年計画とのリンクなどの党の要求は学問の自由な流れを損ない,
学問の衰退にしか繋がらないとして反対演説をした｡奇跡的に彼らの生命
を救ったのは彼らの世界的な名声であった｡
党が求めたものは計画化,功利性だけではなかった｡人文科学の分野で
あらゆる研究に党公認のイデオロギーへの服従が求められた｡哲学の分野
でデボーリンが,歴史学の分野でポクロフスキーが学問にイデオロギーの
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足軸を飲める先導者となった｡特にポタロフスキーはアカデミー迫害の急
先鋒となり,いわゆる｢ブルジョア史家｣弾圧に警察機構の利用を示唆し
た｡ 1929年から1931年にかけて大量のアカデミー系の研究機関の多数の研
究者(その中に4人のアカデミー会員も含まれた)が逮捕された｡いわゆ
る｢アカデミー事件｣である｡ドイツ,バチカンから資金の提供を受け外
国の軍隊をソビエトロシアに引き入れ,ソビエト政権を転覆し,君主制を
復活する陰謀を企てたという荒唐無稽な罪が科せられ,多数の歴史家が逮
捕され,そのため1930年には多くの大学の歴史学部は廃部の憂き目に遭っ
た｡さらに1933-34年にかけて｢ロシア国民党事件｣ (別名｢スラブ研究
者事件｣)がでっち上げられ,同じような罪状でさらに大規模なアカデ
ミー系の研究機関の研究者や職員が逮捕された｡
しかしドイツ,日本からの侵略の脅威が現実化するにともない, 1934年
にスターリンはロシアの愛国主義に訴える政策に転換する｡三十年代後半
マルクス主義の歴史家の多くが逮捕され(ポクロフスキーに対する公然た
る党の批判は彼の死後1936年),かつてブルジョア史家として批判された
学者がラーゲリから職場に戻ってきた｡しかし党の民族主義路線への復帰
はロシアの学問が孤立する道でもあった｡科学アカデミーには海外からの
研究書,雑誌はまばらにしか入らなくなり,海外の学会に出ることも難し
くなっていく｡伝統的と言ってもよいロシアのショーどこズムは再びコス
モポリタニズムへの嫌悪に取って代わった｡東洋学への弾圧はこの延長線
上にあった｡
3.2.　レニングラード東洋大学の変質
党の科学アカデミーに対する戦略を見ると,レニングラード東洋大学の
変質も同じ文脈の中で捉えられることが分かる｡ここでも1925年が大きな
分岐点になっている｡ 1925年に共産党細胞が生まれ,それを通じて党組織
が大学の運営を支配するようになる｡共産党細胞は1929年にはモスクワの
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東洋大学との併合とモスクワ移転を党中央に提案し,教員の政治的な立場
を評価する報告を行った｡要するに密告で,コンラドは｢よそ者｣と評価
6())
されている｡つまり思想的に｢敵である｣という意味である｡同じ1925年
に科学アカデミーより早く教育人民委員部の管轄から党中央執行委員会の
管轄に移行すると,入学要件に党員であることが漠然とした表現ながら求
められるようになる｡この時は党員の入学者は十分な数に達しなかった
が,それが1930年には要求は具体的な規定になり, ｢労働者,少数民族,
貧農,小作出身の共産党員の場合は党暦3年,それ以外の党員の場合は5
lt.ll
年以上｣と改訂された｡卒業生はコミンテルン,プロフインテルン,青年
共産主義インターナショナル(KI/mI)等の報告作成者,外務人民委員部
(HKI4且)の政治報告作成者など党の機密に属する職種に就職する者が
62)
多かった｡ 1930年から1931年にかけて学術研究者の養成という大学の目的
63)
は二次的なものとなり,外国語の研究よりも実用的な目的が追及されるよ
うになる｡ 1931年に大学組織が改組され,社会政治学部,外国貿易学部が
設置される｡つまり外国貿易の実務家の養成と植民地解放運動の活動家を
育成しようとしたのではなかろうか｡ 1930年に授業科目に軍事地理が導入
されたのもそのためであろう｡
国地域 丶fh更ｧyYB社会政治学部 佗b    
中国 ??10 ??
‖ 8 錠鈣   
モンゴル r7 B    
ペルシャ ?"? ??
トルコ r6 2    
ウイグル 澱6 "   
ラテンアメリカ 釘? ??
アラビアの諸国 6 唐   
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アフガニスタン 6 澱  
インド 8 唐  
インドシナ 4 釘  
アフリカ 5 迭  
計 ???0 ???
64)
1931年9月の学生数は以上のとおりである｡
1929-1931年のアカデミー事件の時コンラドと共に同じ研究サークルの
一員であった著名な文芸学者M.M.パフチンが逮捕され,ラーゲリに送ら
れた後,コンラドの背骨が砕けた｡ 1933年新聞『社会主義科学のために』
に｢私は共産主義者の参加なしには自分の仕事を考えられない｣という一
文を発表し党への忠誠を表明する｡すでに1931年にコンラドが提唱した大
学付属の学術研究所もコンラドの命乞いの--つであろう｡学術研究所は
1932年に実現されたが(日本セクション定員14人),これも植民地解放運
動ための機関となったと思われる｡学術研究所の最初の論集が『植民地革
命の諸問題』であることからもそれが窺われる｡
1934年には日本の満州侵略にともない特別(日本)セクターが設置さ
れ,内務人民委員部(HKBJl)の要員が育成された｡ここでは非党員の
コンラドの上で党員が目を光らせた｡特別(日本)セクターの責任者にJI.
5I.ソコリスキーが任命され,主任はH.H.コンラド,副主任にE.M.コル
バクチ教授,助教授n.H.ゴリドベルクが任命された｡これにA.H.ネフ
スキー教授, K).K.シュツキー教授, A.E.グルースキナ助教授, 0.∩.ペ
トロ-ヴァ助教授, B.C.ジヴオートヴァ助教授, H.M.イヴァネンコ助
教授, r.0.モンゼレル助教授,助手にイメルマン,チェボタリョ-ヴァ,
スミルノーヴァなどが加わった｡
212
3.3.レニングラード日本学の弾圧
ネフスキーが帰国したのが1929年で,彼はすぐレニングラード大学とレ
ニングラード東洋大学で教鞭を取る｡ 1929/1930年の東洋大学の授業計画
によるとネフスキーは一一一一年生には丘と,三年生には鳴海と組んで日本語会
65)
話を教えている｡ 1933年には日本人の妻イソと当時7歳だった娘エレーナ
が,念願かなってロシア-渡り,家族一緒に暮らすようになる｡このネフ
スキー一家の所に丘もモリも遊びに来ることがあったらしい｡筆者がエ
レーナさんから伺った話によるとモリはダンスの上手な青年だったとい
う｡しかし1937年には日本軍に対する警戒心が日本人に対する疑惑に変
わっていた｡同年7月9日, 10日の『プラウダ』は｢日本諜報機関の破壊
工作｣と題する論説を載せ, ｢亡命労働者,サーカス団,左翼インテリ(舞
台監督,文学者等々)の各種の看板でソ連に潜入して来る日本人スパイが
あるが,彼等の偽装は巧妙で,之が暴露は相当に困難である｡彼等は日ソ
開戟という重大時期前に暴露される事を恐れ,一時活動を中止する方向を
66)
以て周囲の疑惑から逃れ様としている｡｣と警戒を訴えている｡在露日本
人の逮捕は時間の問題であった｡ 1937年春にはモリの逮捕を皮切りに次々
に日本学者が逮捕された｡ 5月に且.∩.ジューコフ(1937年11月24日銃
殺), 8月K).K.シューッキー(1937年11月24日銃殺), 10月に且.M.ポズ
ネ-エフ(1937年10月20日銃殺), H.A.ネフスキー(1937年11月24日銃
殺),その妻イソ(1937年11月24日銃殺), 1938年2月E.M.コルバクチ
(1939年2月1日釈放), A.E.グルースキナ(1939年5月29日釈放), 7
67)
月にコンラド(1941年9月8日釈放)が逮捕されるに及んで,レニング
ラードの日本学は最良の者を失った｡ 1937年11月24日, 9人の東洋学者が
68)
銃殺された｡銃殺者名簿の中には｢ネフスキー,ニコライ　アレクサンド
ロヴイチ45歳｣ ｢マンタニ-ネフスカヤ　イソコ　35歳｣と共に｢ミノロ
モリ　29歳｣の名が見える｡日本のスパイでソビェトの軍事情報を収集
69)
していたというのが彼等に与えられた罪状であった｡ネフスキーの家には
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日本人のニーナ･ナミや日本学者のA.A.ホロド-ヴイチがよく遊びに来
た｡ナミの元夫は日本人のイワン･フアン(満州に侵略した日本にたいす
る反目感情を考慮して中国名を名乗る日本人がいた)は内務人民委員部
(HK即Ⅰ)の職員で,ネフスキー家の者とモリを監視する役目を与えら
70)
れていたが,ネフスキー家に不利な報告はしなかった｡しかしホロド-
ヴイチが内務人民委員管理部(yHK即Ⅰ)第三課の秘密職員であることを
ネフスキーの娘イリーナはペレストロイカ後秘密資料から知ることに
71)
なる｡
1938年2月日本語主任に助教授n.H.ゴリドベルク(党員候補)が任命
されるが,それは長くはなかった｡同年レニングラード東洋大学は解消さ
れモスクワの東洋大学と統合しモスクワに移転することになる｡
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